
「子ども・若者が孤立しない地域社会を共創する」

豊島子どもWAKUWAKUネットワーク
栗林 知絵子



団体概要

2012年設立 2013年にNPO法人へ

ミッション
「子どもの貧困問題」をテーマに活動
地域の子どもを地域で見守り育てるために、さまざまな居場所を地域に創出し、
それらが有機的につながる真のネットワークを構築し、子どもの未来に広く寄与する

ことを目的としている。

活動概要
遊びサポート事業 ・学びサポート事業・暮らしサポート事業・おせっかい事業

組織体制
常勤職員４人 非常勤職員１９人 会員20 人 ボランティア300人
（支援しているひとり親・外国ルーツ・困窮世帯 1000世帯）



活動概要図
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ことを目的としている。

活動概要
遊びサポート事業 ・学びサポート事業・暮らしサポート事業
おせっかい事業
→ネットワークづくり
→居場所でキャッチした声から創るおせっかい（お金・モノ・居住・機会の提供）



 5月12日～6月末までの約2か月間、22拠点を活用し官民連携のもと、947食のお弁当をお届け
事例1



官民協働の食料支援プロジェクト「ライス！ナイス！プロジェクト」を実施

第一弾 ・・ 8月30日、9月19・20日に752世帯
第二弾 ・・ 11月29日、12月5・6日に685世帯

ボランティアのべ400名以上
区内23箇所「区民ひろば」で実施することで、小地域ネットワークの構築

事例2

 ひとり親困窮世帯を対象として、お米（５ｋｇ）、お食事券、余剰食品等「1437セット」を区民ひろばでお渡し



官民協働の「地域がつながるプロジェクト」事業

11月～2月・・・支援対象児童等見守り強化事業
3月・・・WAKUWAKU事業として実施予定

「毎月1度、子どもの見守り訪問」
・訪問対象世帯 300世帯 （子ども423人）
・対象世帯地域に住む、おせっかいさん（訪問員） 71名

（2月20日時点）

事例3

地域住民による子どもの見守り支援の実現

 ひとり親家庭・要支援家庭を対象として、お菓子等のプレゼント「300セット」を、
 訪問員さんがお子さんにお渡しする

12月のプレゼント



小学校・中学校・高校WAKUWAKU入学応援給付金

公立中学3年全生徒、公立保育園年長全児童にチラシ配布

→コロナの影響で申し込み世帯倍増

・小学校入学児童・・・13人（1万円）

・中学校入学児童・・・33人（1万円）

・高校入学児童・・・63人（4万円）

事例4

お祝いの給付金は手渡し、ヒアリングしてつながる

WAKUWAKUでの支援の継続



おせっかい企画の申込みはメール、ライン、郵送
その際「困りごと」を記入してもらう→ほっとかない。

「解雇になった。この先が不安」
「契約社員で仕事しているが、3月で終わる。再就職活動が不安」
「子どもと一緒にいるのがつらい、手をあげてしまう」
「家族がコロナにかかり、1月の給与がない。生活できない」
「下の部屋から嫌がらせを受けている」
「コロナが怖いから保育園を休み、親子でずっと家に居る」

手渡し時に聞く「子どもの声」「親の声」
→ほっとかない。

「ねえ、おばちゃん、帰らないでよ、遊ぼうよ」（幼児）
「 ママが頭をたたく」（小学生）
「兄弟で私だけ差別されてて、帰りたくない」（高校生）
「親に出てけといわれて、どうしていいかわからない」（高校生）



ありがとうの声（その一例）



だれもが孤立しないまちにするためには

・隣人の困りごとをキャッチする機会を増やす

・共通の価値観でつながる円卓会議

・コロナ×子ども（ピンチ） は人と人をつなぐチャンス

コロナ収束まで、人とモノ（食材）の循環をとめない！

地域住民の「おせっかい」が、こどもの未来を変える！


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	官民協働の「地域がつながるプロジェクト」事業
	小学校・中学校・高校WAKUWAKU入学応援給付金
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11

